
SATテクノロジー・ショーケース2024

 

  

■■  ははじじめめにに  
小笠原諸島の父島などには特定外来生物のグリーンア

ノールが多く生息している．グリーンアノールは小笠原の
固有種に多くの悪影響を与えおり、環境省などから駆除の
対象とされている．駆除の方法には罠の設置が採用され
ているが，予算などの制限から効率的な配置が求められ
ている． 

本研究では、グリーアノール生息の時間発展を考慮し
た罠配置の数理最適化モデルについてコンピュータシミュ
レーションによって研究を行った． 
 

■■  活活動動内内容容  
１．シミュレーションの概要 
本研究ではグリーンアノールの生息地域を 5×5の格子

状に分割し，l 捕獲重要地域と設置コストが高い地域を設
定した（図１）．グリーンアノールの生息などの時間発展を
考慮し，捕獲数が最大になるように罠の配置をPythonのラ
イブラリーPuLP を用いて最適化した. 
 

 
図 1：シミュレーションのイメージ 

(太枠で囲まれた部分が設置コスト高) 
 
２．シミュレーションの結果および考察 
図２にシミュレーションの結果を示す。カッコ内の数は罠

の数、カッコ外の数はグリーンアノールの個体数であり，塗
りつぶしのある格子は設置コストが高い地域である。重要 
 

度が高く設定されている地域に罠が他の地域より多く配置
されており，コストが高い地域には同じ重要度地点と比べ
て、罠の配置数が少ない。また、アノールが他の格子に移
動しても、コストや重要度に合わせた配置がなされており、
時間発展を考慮した罠の配置の最適化できた． 

 

 
図２：シミュレーションの結果 
(上が1回目の罠設置、下が移動後の罠設置) 
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